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の
あ
と
、司
祭
団
に
向
か
っ
て
「
主
の

平
和
」
と
あ
い
さ
つ
し
、続
け
て
参
列

者
全
員
に
「
主
の
平
和
」
と
あ
い
さ
つ

を
行
う
と
、聖
堂
内
は
大
き
な
喜
び
の

拍
手
に
包
ま
れ
た
。

　

式
の
終
わ
り
に
髙
見
大
司
教
は
、受

階
者
の
家
族
や
神
学
院
の
養
成
者
た
ち

に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
な
が
ら
、「
新

た
な
召
命
の
た
め
に
単
に
祈
る
だ
け
で

な
く
、積
極
的
に
子
ど
も
た
ち
・
若
者

た
ち
に
声
か
け
を
行
っ
て
ほ
し
い
」
と

参
列
者
に
呼
び
か
け
た
。

　

こ
の
日
は
、宮
原
新
司
祭
が
助
祭
時

代
に
実
習
で
通
っ
て
い
た
松
戸
教
会

（
東
京
教
区
・
千
葉
）
か
ら
も
、主
任
司

祭
と
信
徒
た
ち
が
駆
け
つ
け
、共
に
祈

り
を
さ
さ
げ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
人
は

「
司
祭
の
誕
生
は
教
区
を
超
え
た
喜
び

で
す
」
と
語
る
と
同
時
に
「
来
年
か
ら

は
こ
の
よ
う
な
交
流
の
機
会
が
な
く
な

り
寂
し
く
な
る
」
と
も
語
っ
て
い
た
。

今
回
叙
階
さ
れ
た
二
人
の
新
助
祭
は
、

福
岡
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
で
１
年
間
養

成
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
３
月
17
日
（
日
）
14
時
か
ら

は
浦
上
教
会
で
選
任
式
が
行
わ
れ
た
。

ス
テ
フ
ァ
ノ 

ナ
ム
・
シ
ジ
ン
神
学
生

（
テ
グ
教
区
・
サ
ン
モ
）
と
パ
ド
ア
の

ア
ン
ト
ニ
オ
西
田
祐ま

さ

尚な
り

神
学
生
（
飽
の

浦
）
が
祭
壇
奉
仕
者
に
、ヨ
セ
フ
鼈べ

っ

甲こ
う

屋や

賢
治
神
学
生
（
宝
亀
小
教
区
・
中
野
）

が
朗
読
奉
仕
者
に
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ

た
。

３
２
５
年
の
ニ
ケ
ア
公
会
議

に
対
す
る
反
応
は
、当
時
の

正
統
教
会
の
中
に
あ
っ
て
も

大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
て
い

た
。
一
つ
は
ニ
ケ
ア
信
条
の

い
か
な
る
文
言
も
吟
味
す
る

必
要
な
し
と
す
る
い
わ
ゆ
る

ニ
ケ
ア
原
理
主
義
と
呼
ば
れ

る
グ
ル
ー
プ
、も
う
一
つ
は
ニ

ケ
ア
信
条
に
お
い
て
意
味
が

不
明
瞭
な
ま
ま
挿
入
さ
れ
た

ὁ

ホ
モ
ウ
シ
オ
ン

μοούσιον

（
同
一
本
性
）
と

い
う
語
を
徹
底
的
に
検
証
す

べ
き
で
あ
る
と
す
る
い
わ
ゆ

る
新
ニ
ケ
ア
主
義
と
呼
ば
れ

る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
▼
後
者

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
カ
ッ
パ
ド

キ
ア
の
教
父
た
ち
は
属
す
る

の
で
あ
る
が
、彼
ら
は
ニ
ケ
ア

信
条
に
欠
け
て
い
た
オ
リ
ゲ

ネ
ス
神
学
の
伝
統
を
駆
使
し

て
、見
事
に
三
位
一
体
理
解
を

深
化
さ
せ
、ὁ

ホ
モ
ウ
シ
オ
ン

μοούσιον

と

い
う
語
に
正
当
な
解
釈
を
施

し
、
３
８
１
年
の
コ
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
公
会
議
を
主

導
す
る
。
こ
う
し
て
教
会
の

伝
統
の
豊
か
さ
が
保
た
れ
た

の
で
あ
る
▼
と
こ
ろ
で
第
二

バ
チ
カ
ン
公
会
議
か
ら
50
年

余
り
が
経
過
し
た
今
な
お
、

「
公
会
議
後
＝
新
し
い
教
会
」、

「
公
会
議
前
＝
古
い
教
会
」
と

い
う
単
純
な
構
図
が
ま
か
り

通
る
こ
と
に
戸
惑
い
を
覚
え

る
。
も
し
第
二
バ
チ
カ
ン
公

会
議
が
そ
の
本
来
の
意
図
に

反
し
て
「
古
い
」
と
か
「
新

し
い
」
と
か
い
っ
た
分
裂
を

も
た
ら
す
基
準
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、そ
の
よ
う
な

基
準
自
体
が
も
は
や
古
い
も

の
と
し
て
乗
り
越
え
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、そ
ん
な
新

し
い
時
代
が
来
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
公
会

議
は
一
つ
の
到
達
点
だ
っ
た
と

し
て
も
終
着
点
で
は
な
く
、教

会
は
常
に
刷
新
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
。"ecclesia 

semper renovanda"�

（
通
）

◦
宣
教	

ア
フ
リ
カ
の
教
会
が
、
一
致
の

た
め
の
か
ら
し
種
、
大
陸
の
希

望
の
し
る
し
と
な
れ
る
よ
う
に

◦
日
本	

子
ど
も
た
ち
の
心
と
体
の
健
全

な
成
長
の
た
め
に
惜
し
み
な
く

愛
情
が
注
が
れ
る
よ
う
に

教皇さまの意向

キ
リ
ス
ト
の
弟
子
と
な
る

「
福
岡
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
」開
校

　

４
月
１
日
（
月
）
に
福
岡

カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
（
福
岡

市
城
南
区
）
で
、開
校
ミ
サ

と
祝
賀
会
が
行
わ
れ
た
。
主

司
式
は
髙
見
三
明
大
司
教
、

共
同
司
式
は
チ
ェ
ノ
ッ
ト
ゥ

駐
日
教
皇
大
使
を
は
じ
め
参

事
官
や
長
崎
教
会
管
区
の
４

名
の
司
教
、サ
ン
・
ス
ル
ピ

ス
司
祭
会
カ
ナ
ダ
管
区
長

の
ほ
か
、お
よ
そ
40
名
の
司

祭
団
で
執
り
行
わ
れ
、お
迎

え
し
た
80
名
ほ
ど
の
支
援

者
と
共
に
、盛
大
に
祝
わ
れ

た
。
ミ
サ
の
冒
頭
で
は
、ス

ル
ピ
ス
会
員
の
湯
浅
俊
治
神

父
に
よ
っ
て
「
福
音
宣
教
省

に
よ
る
福
岡
カ
ト
リ
ッ
ク
神

学
院
設
立
許
可
書
」
が
奉
読

さ
れ
た
。
説
教
は
鹿
児
島
教

区
の
中
野
裕
明
司
教
が
担
当

さ
れ
、キ
リ
ス
ト
の
弟
子
と

な
る
と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ

に
、同
神
学
院
が
設
立
さ
れ

る
に
至
っ
た
経
緯
が
説
明
さ

れ
た
。

　

現
在
、同
神
学
院
に
在
籍

す
る
神
学
生
は
17
名
、う
ち

９
名
が
長
崎
教
区
の
神
学
生

で
あ
る
。
助
祭
コ
ー
ス
に
青

田（
浦
上
）、稲
田（
八
幡
町
）、

神
学
科
３
年
に
鼈べ

っ

甲こ
う

屋や

（
宝

亀
）、ナ
ム
（
韓
国
テ
グ
）、西

田
（
飽
の
浦
）、哲
学
科
２
年

に
ホ
ン
（
大
浦
）、哲
学
科
１

年
に
廣
田
（
鹿
子
前
）、池
田

（
植
松
）、窄
口
（
城
山
）
が

在
籍
し
て
い
る
。
司
祭
召
命

が
少
な
い
と
嘆
く
声
が
聞
こ

え
て
き
そ
う
だ
が
、キ
リ
ス

ト
の
弟
子
と
し
て
神
の
民
に

仕
え
る
た
め
に
志
を
持
つ
神

学
生
た
ち
が
こ
こ
に
確
か
に

い
る
。
引
き
続
き
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
助
祭
・
稲
田
祐
馬
）

　

３
月
21
日
（
木
）
10
時
30
分
か

ら
浦
上
教
会
で
、髙
見
三
明
大
司

教
主
司
式
、80
人
以
上
の
司
祭
団

に
よ
る
共
同
司
式
、多
く
の
修
道

者
・
信
徒
ら
の
参
列
の
も
と
、司

祭
・
助
祭
叙
階
式
が
執
り
行
わ
れ

た
。

　

叙
階
さ
れ
た
の
は
桐
教
会
出
身

の
ド
ミ
ニ
コ
宮
原
大
地
新
司
祭
、

浦
上
教
会
出
身
の
ヨ
セ
フ
青
田
憲

司
新
助
祭
と
八
幡
町
教
会
出
身
の

シ
モ
ン
稲
田
祐
馬
新
助
祭
。
叙
階

式
ミ
サ
に
先
立
ち
、桐
教
会
の
川

原
拓
也
主
任
司
祭
が
教
話
を
務
め

た
。
二
度
目
の
叙
階
式
教
話
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
川
原
師
は

「
た
と
え
三
度
目
が
あ
っ
て
も
喜

浦
上
教
会
で
司
祭
助
祭
叙
階
式

　
　

祭
司
ら
に
は
、救
い
を
衣
と
し
て
ま
と
わ
せ
る
。

　
　

わ
た
し
の
慈
し
み
に
生
き
る
人
は

　
　
　

喜
び
の
叫
び
を
高
く
あ
げ
る
で
あ
ろ
う
。（
詩
編
１
３
２
・
16
）

人
事
異
動
・
任
命

（　

）
内
は
前
任
地

ん
で
引
き
受
け
ま
し
ょ
う
」
と

覚
悟
を
示
し
た
上
で
、「
私
た

ち
に
は
司
祭
の
誕
生
を
喜
ぶ
遺

伝
子
が
あ
る
。
今
日
我
々
が
味

わ
う
叙
階
式
の
喜
び
は
、七
代

に
わ
た
っ
て
司
祭
を
待
ち
望
ん

で
い
た
先
祖
た
ち
が
よ
う
や
く

司
祭
と
出
会
え
た
あ
の
時
の
喜

び
と
同
じ
も
の
で
あ
る
」
と
述

べ
、信
徒
の
祈
り
と
望
み
と
が

司
祭
を
誕
生
さ
せ
る
源
泉
で
あ

る
こ
と
を
説
い
た
。

　

叙
階
の
儀
は
福
音
朗
読
の
後

に
行
わ
れ
た
。
司
教
に
よ
る
叙

階
の
祈
り
と
按
手
を
も
っ
て
叙

階
さ
れ
た
新
司
祭
と
二
人
の
新

助
祭
た
ち
は
、司
教
と
の
抱
擁

▼
教
区 

　
〔
５
月
５
日
異
動　

(1)
は
２
０
１
９
年
４
月
６
日　

(2)
は
４
月
14
日
〕

村
中　
　

司
師　

引
退�

（
長
与
主
任
）

橋
本　
　

勲
師　

黒
崎
主
任�

（
中
町
主
任
／
南
地
区
長
）

小
瀬
良　

明
師　

青
砂
ヶ
浦
主
任�

（
浦
頭
主
任
）

山
内　
　

実
師　

相
浦
主
任
／
佐
世
保
地
区
長

（
真
手
ノ
浦
主
任
）

岩
崎　

康
彦
師　

佐
々
主
任�

（
青
砂
ヶ
浦
主
任
）

福
島　

光
明
師　

植
松
主
任�

（
山
田
主
任
）

眞
浦　

健
吾
師　

丸
尾
主
任
兼
務青

方
主
任
／
上
五
島
地
区
長

中
濱　

敬
司
師　

教
区
本
部
事
務
局
長

信
仰
養
成
部
長
／
家
庭
委
員
長
兼
務

紙
﨑　

新
一
師　

浅
子
主
任�

（
植
松
主
任
）

平
本　

義
和
師　

長
与
主
任�

（
天
神
主
任
）

葛
嶋　

秀
信
師　

中
町
主
任
／
南
地
区
長�

（
黒
崎
主
任
）

山
本　

一
郎
師　

木
鉢
主
任�

（
丸
尾
主
任
）

中
島　

誠
志
師　

天
神
主
任

（
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
）

一
ノ
瀬
輝
幸
師　

早
岐
主
任�

（
福
岡
・
水
俣
主
任
）

工
藤　

秀
晃
師　

浦
頭
主
任�

（
木
鉢
主
任
）

野
濱　

達
也
師　

真
手
ノ
浦
主
任�

（
早
岐
主
任
）

岩
下　

裕
志
師　

山
田
主
任�

（
浅
子
主
任
）

山
内　

啓
輔
師　

ロ
ー
マ
留
学 
(1)�

（
福
江
助
任
）

下
原　

和
希
師　

福
江
助
任�

（
浦
上
助
任
）

宮
原　

大
地
師　

浦
上
助
任 

(2)�

（
新
司
祭
）

下
窄　

英
知
師　

カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
付

（
教
区
本
部
事
務
局
長
）

前
田　

達
也
師　

病
気
治
療

▼
派
遣
司
祭 

〔
５
月
５
日
異
動
〕

嘉
松　

宏
樹
師　

福
岡
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
養
成
者

（
佐
々
主
任
）

▼
コ
ン
ベ
ン
ツ
ア
ル
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会 

〔
４
月
１
日
付
〕

園
田　

善
昭
師　

大
阪
・
仁
川
修
道
院
付

（
真
命
山
協
力
者
／
聖
母
の
騎
士
修
道
院
）

▼
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会 

〔
４
月
22
日
付
〕

瀬
戸　

高
志
師　

愛
宕
主
任�

（
東
京
・
本
部
）

井
田　
　

明
師　

大
阪
・
吹
田
主
任�

（
愛
宕
主
任
）

三
輪　

周
平
師　

横
浜
・
富
士
見
主
任�

（
愛
宕
助
任
）

▼
神
言
修
道
会 

〔
４
月
１
日
付　

(3)
は
２
月
14
日
付
〕

川
上　

栄
光
師　

西
町
教
会 

(3)�

（
日
本
管
区
セ
ン
タ
ー
）

荒
田　

啓
示
師　

聖
ル
ド
ヴ
ィ
コ
神
学
院
指
導
司
祭（
新
司
祭
）

ア
ル
フ
ォ
ン
ス
ス
・
ア
フ
リ
・
デ
ィ
エ
ゲ
ル
師

ロ
ー
マ
留
学
（
聖
ル
ド
ヴ
ィ
コ
神
学
院
指
導
司
祭
）

▼
オ
プ
ス
・
デ
イ 

〔
４
月
３
日
付
〕

尾
崎　

明
夫
師　

京
都�

（
長
崎
）

両
親
を
祝
福
す
る
宮
原
大
地
新
司
祭

　

57
年
間
に
わ
た
り
司
牧
に

専
念
さ
れ
た
エ
ド
ワ
ル
ド
村

中 

司
師
が
、今
年
５
月
５
日

付
で
引
退
さ
れ
る
。
こ
れ
ま

で
の
奉
仕
に
感
謝
を
表
し
、こ

エ
ド
ワ
ル
ド

村
中 

司
師
が
引
退

れ
か
ら
の
健
康
を
祈
り
た
い
。

　

略
歴　

１
９
３
６
年
４
月

16
日
五
島
市
生
ま
れ
。
三
井

楽
教
会
出
身
。
62
年
３
月
19

日
大
浦
天
主
堂
で
司
祭
叙

階
。
同
年
４
月
三
浦
町
、63

年
紐
差
、66
年
中
町
、68
年
出

津
、69
年
４
月
青
砂
ヶ
浦
で

助
任
を
務
め
、同
年
９
月
か

ら
は
曽
根
、78
年
水
ノ
浦
、88

年
相
浦
、96
年
宝
亀
、99
年
三

浦
町
で
主
任
を
務
め
た
。
２

０
０
７
年
か
ら
今
年
ま
で
長

与
小
教
区
主
任
。

　

聖
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世

教
皇
様
が
、日
本
そ
し
て
長

崎
を
訪
れ
て
く
だ
さ
っ
て
か

ら
は
や
38
年
が
経
つ
。
横
殴

り
の
雪
が
舞
う
松
山
競
技
場

で
の
パ
パ
様
司
式
の
ミ
サ
を

記
憶
に
留
め
て
い
る
方
々
も

多
い
と
思
う
。
初
め
て
パ
パ

様
と
会
う
感
動
は
何
物
に
も

代
え
難
く
、そ
の
後
の
人
生

の
歩
み
に
大
き
な
支
え
と

な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、今
年
、神
様
か
ら
の

素
晴
ら
し
い
お
恵
み
を
頂
け

そ
う
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
教
皇
様
が
今
秋
中
に
日
本

を
訪
れ
て
く
だ
さ
る
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き

た
。
日
程
な
ど
の
公
式
発
表

は
ま
だ
だ
が
、訪
日
は
確
実

視
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、長
崎
に
も
お
出

で
く
だ
さ
る
だ
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
準
備
に
取
り
掛
か
る

こ
と
と
な
っ
た
。
少
な
く
と

も
前
回
同
様
、教
皇
様
司
式

の
荘
厳
ミ
サ
を
行
っ
て
く
だ

さ
る
と
予
想
し
、教
区
顧
問

会
の
承
認
を
受
け
て
教
皇
訪

日
長
崎
実
行
委
員
会
を
こ
の

３
月
31
日
に
立
ち
上
げ
た
。

　

実
行
委
員
会
は
、教
区
が

一
体
と
な
っ
て
喜
ん
で
お
迎

え
す
る
た
め
に
、教
区
評
議

会
、各
地
区
評
議
会
、各
委
員

会
、修
道
女
連
盟
な
ど
の
代

38 年ぶりの教皇訪日に向けて
長崎実行委員会 発足

表
者
三
十
数
名
に
よ
っ
て
構
成

し
、協
議
、連
絡
、調
整
な
ど
、密

に
情
報
交
換
で
き
る
よ
う
に
考

え
て
い
る
。
参
加
者
の
規
模
を

予
想
す
る
と
相
当
数
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
必
要
で
あ
り
、各
会

を
は
じ
め
、各
地
区
、各
教
会
の

協
力
が
な
け
れ
ば
歓
迎
で
き
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

　

教
皇
様
の
訪
日
を
機
に
、日

本
の
教
会
、長
崎
の
教
会
が
励

ま
さ
れ
、新
し
い
熱
意
、方
法
、表

現
を
も
っ
て
福
音
を
伝
え
る
者

に
変
え
ら
れ
る
よ
う
に
総
出
で

お
迎
え
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

教
皇
訪
日
長
崎
実
行
委
員
会　

委
員
長　

中
村 

満
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手
紙
を
書
き
ま
す
。
そ
の
後
は
、あ
な
た
た

ち
の
方
が
忙
し
く
な
り
ま
す
。
37
名
の
証
し

人
の
正
式
な
調
査
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
歴
史
的
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
が
重
要
な
鍵
に
な
り
ま
す
。
本
当
に
彼

ら
の
死
は
信
仰
に
基
づ
く
死
な
の
か
、病
気

で
な
く
迫
害
と
い
う
暴
力
に
よ
る
も
の
な
の

か
、彼
ら
に
ゆ
る
し
の
態
度
が
見
ら
れ
た
の

か
、現
在
、彼
ら
は
ど
の
よ
う
に
敬
慕
さ
れ
て

い
る
か
を
調
査
し
て
、必
要
書
類
を
整
え
て

く
だ
さ
い
。」

列
聖
調
査
開
始
の
許
可

　

そ
の
後
、年
が
明
け
て
、よ
う
や
く
２
月
４

日
に
教
皇
庁
列
聖
省
の
事
務
担
当
の
方
か
ら

の
メ
ー
ル
で
「
教
理
省
か
ら
も
、津
和
野
の

証
し
人
37
名
の
列
聖
調
査
開
始
に
つ
い
て
問

題
な
し
と
い
う
返
事
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

列
聖
省
は
正
式
に
許
可
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
許
可
書
は
後
日
送
り
ま
す
の
で
、手
続

き
を
先
へ
進
め
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
嬉
し

い
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
数
日
後
に

は
、列
聖
省
か
ら
調
査
開
始
の
許
可
書
が
届

き
、そ
の
日
付
が
２
月
５
日
（
日
本
二
十
六

聖
人
殉
教
者
の
祝
日
）
で
し
た
の
で
、喜
び

は
ひ
と
し
お
で
し
た
。
今
年
の
「
乙
女
峠
ま

つ
り
」
の
中
で
、前
田
万
葉
枢
機
卿
（
現
大

阪
大
司
教
区
）
司
式
に
よ
る
「
津
和
野
の
証

し
人
列
聖
調
査
開
始
宣
言
ミ
サ
」
を
行
う
予

定
で
す
。
同
時
に
列
聖
調
査
の
正
式
開
始
の

公
示
、調
査
に
関
連
す
る
資
料
提
供
の
依
頼
、

第
一
段
階
（
列
福
）
に
つ
い
て
賛
成
・
反
対

意
見
の
公
募
、調
査
の
た
め
の
寄
付
金
の
依

頼
等
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
必
要
と
さ

れ
て
い
る
調
査
や
文
書
作
成
の
た
め
、早
く

て
も
２
年
～
３
年
は
か
か
る
見
込
み
で
す
。

２
０
２
３
年
は
流
配
先
か
ら
の
帰
還
の
年
、

同
時
に
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
の
解
除
か
ら
１
５

０
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

こ
の
年
に
列
福
式
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
は
時

間
的
に
困
難
で
す
が
、一
つ
の
目
標
に
位
置

づ
け
て
、準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

東
ア
ジ
ア
諸
国
に

　
「
信
教
の
自
由
」
を

　

浦
上
四
番
崩
れ
に
よ
っ
て
流
配
さ
れ
た

方
々
の
象
徴
（
代
表
）
と
し
て
、津
和
野
の

証
し
人
の
列
聖
調
査
開
始
に
踏
み
切
る
の

「
福
音
宣
教
の
た
め
の
特
別
月
間
」

　

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、今
年
10
月
を
「
福

音
宣
教
の
た
め
の
特
別
月
間
」
に
制
定
さ
れ
、

「
諸
国
民
へ
の
宣
教
」
の
た
め
に
新
た
な
推
進

力
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の

特
別
月
間
は
、ち
ょ
う
ど
百
年
前
の
第
一
次
世

界
大
戦
後
に
、当
時
の
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
15

世
が
「
諸
国
民
へ
の
宣
教
」
を
促
し
た
使
徒
的

書
簡
『
マ
キ
シ
ム
ム
・
イ
ル
ド
』
の
公
布
を
記

念
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
使
徒
的
書
簡
の
重
要

な
意
義
に
つ
い
て
、教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　
「
悲
劇
的
な
世
界
大
戦
後
の
１
９
１
９
年
、教

皇
は
世
界
に
お
け
る
宣
教
活
動
か
ら
植
民
地
主

義
的
な
要
素
を
消
し
去
り
、破
壊
を
も
た
ら
す

国
家
主
義
や
拡
張
政
策
主
義
を
退
け
る
た
め
、

全
世
界
の
宣
教
活
動
を
さ
ら
に
福
音
に
即
し
た

も
の
と
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
ま
し

た
。
教
皇
は
『
神
の
教
会
は
普
遍
的
で
す
。
教

会
は
ど
の
民
と
も
対
立
し
ま
せ
ん
』
と
記
し
、

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
利
害
関
係
を
拒
む
よ
う
強
く

求
め
ま
し
た
。聖
な
る
生
活
と
善
行
を
通
し
て
、

主
イ
エ
ス
が
よ
り
広
く
告
知
さ
れ
、イ
エ
ス
の

愛
が
広
ま
る
こ
と
こ
そ
が
、宣
教
活
動
の
目
的

で
す
。
こ
の
よ
う
に
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
15
世
は
、

当
時
の
概
念
と
言
葉
づ
か
い
を
用
い
て
、『
諸

国
民
へ
の
宣
教
』
を
と
り
わ
け
強
調
し
」 

ま
し

た
。明

治
時
代
の
国
家
主
義

　

教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
15
世
が
退
け
よ
う
と
し

た
「（
破
壊
を
も
た
ら
す
）
国
家
主
義
」
に
類

似
し
た
事
例
が
、日
本
の
明
治
初
期
に
も
見
ら

れ
た
と
言
え
ま
す
。
江
戸
幕
府
の
末
期
（
１
８

６
５
年
３
月
17
日
）、長
崎
の
大
浦
天
主
堂
で
働

く
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
神
父
の

も
と
を
訪
れ
た
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
が
、同

じ
信
仰
を
も
つ
信
者
で
あ
る
こ
と
を
告
白
し
、

「
信
徒
発
見
」の
奇
跡
が
起
こ
り
ま
す
。そ
の
後
、

浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
、自
分
た
ち
の
信
仰

を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２

年
後
に
は
、「
浦
上
四
番
崩
れ
」
と
呼
ば
れ
る

キ
リ
シ
タ
ン
迫
害
が
勃
発
し
ま
す
。
１
８
６
８

年
に
樹
立
さ
れ
た
明
治
政
府
は
、天
皇
を
中
心

と
す
る
国
家
神
道
を
精
神
的
な
背
景
に
し
て
近

代
国
家
の
形
成
を
進
め
、江
戸
幕
府
か
ら
続
い

て
き
た
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
を
維
持
し
、浦
上
の

約
３
３
０
０
名
の
信
徒
た
ち
を
捕
ら
え
て
、西

日
本
20
藩
・
22
カ
所
に
流
配
し
（
１
８
６
８
年

～
１
８
７
０
年
）、神
道
へ
の
改
宗
を
強
要
し
た

の
で
す
。
明
治
政
府
の
成
立
早
々
、神
祇
行
政

の
先
頭
に
立
っ
た
津
和
野
藩
に
も
、
１
２
５
名

が
移
送
さ
れ
、流
配
中
に
37
名
が
信
仰
の
ゆ
え

に
苦
難
を
受
け
て
命
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

当
時
の
社
会
に
与
え
た
影
響

　

日
本
の
明
治
政
府
に
よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
へ
の

拷
問
の
様
子
は
、諸
外
国
か
ら
の
非
難
の
的
と

な
り
、明
治
政
府
は
、外
交
官
を
通
し
て
繰
り
返

し
抗
議
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
１
８
７

３
年
（
明
治
６
年
）
に
は
、キ
リ
シ
タ
ン
禁
制

の
高
札
を
撤
去
し
、流
配
さ
れ
て
い
た
浦
上
の

信
徒
た
ち
を
、
５
年
ぶ
り
に
帰
郷
さ
せ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
１
８
８
９
年
（
明
治
22
年
）
に

「
大
日
本
帝
国
憲
法
」
が
公
布
さ
れ
た
と
き
に

は
、ま
だ
条
件
付
き
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、「
信

教
の
自
由
」
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
明
治
初
期

の
信
徒
た
ち
の
苦
難
と
証
し
が
、「
一
粒
の
種
」

の
よ
う
な
隠
れ
た
力
と
な
っ
て
、当
時
の
日
本

の
社
会
に
「
人
間
の
尊
厳
と
信
教
の
自
由
」
を

も
た
ら
す
影
響
力
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後

も
、近
代
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、と
く
に

教
育
や
福
祉
の
分
野
の
活
動
を
通
し
て
、日
本

の
社
会
に
「
人
間
の
尊
厳
と
信
教
の
自
由
」
の

尊
さ
を
訴
え
続
け
て
き
ま
し
た
。

流
配
者
た
ち
の
象
徴
と
し
て

　

信
教
の
自
由
の
た
め
に
苦
難
を
受
け
た
こ
れ

ら
の
証
し
人
た
ち
を
、カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お

い
て
公
的
に
記
念
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、前
任
者
の
前
田
万
葉
司
教
（
現
大
阪
大
司

教
区
・
枢
機
卿
）
は
、教
区
創
立
90
周
年
を
迎

え
た
２
０
１
３
年
５
月
３
日
の
「
乙
女
峠
ま
つ

り
」
に
お
い
て
、広
島
教
区
の
段
階
で
津
和
野

の
37
名
の
証
し
人
の
列
聖
運
動
を
開
始
す
る
意

向
を
表
明
さ
れ
、広
島
教
区
列
聖
委
員
会
を
設

立
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、間
も
な
く
前
田
司
教

（
当
時
）
が
大
阪
大
司
教
区
へ
転
任
さ
れ
た
た

め
、列
聖
運
動
は
足
踏
み
状
態
で
し
た
。
２
０

１
６
年
９
月
19
日
に
、わ
た
し
が
後
任
に
な
っ

て
一
年
半
後
、浦
上
四
番
崩
れ
に
よ
る
流
配
開

始
１
５
０
年
と
い
う
節
目
（
２
０
１
８
年
）
の

「
乙
女
峠
ま
つ
り
」
の
前
日
、広
島
教
区
列
聖
委

員
会
は
、長
崎
大
司
教
区
お
よ
び
流
配
先
の
各

教
区
（
名
古
屋
、京
都
、大
阪
、高
松
、鹿
児
島
、

広
島
）
の
関
係
者
の
方
々
を
招
い
て
、初
め
て

「
浦
上
四
番
崩
れ
流
配
地
連
絡
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
連
絡
会
の
中
で
、先
に
、各
教
区

か
ら
流
配
に
関
す
る
報
告
を
お
願
い
し
、情
報

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、広
島
教
区
列

聖
委
員
会
は
、浦
上
四
番
崩
れ
に
よ
る
流
配
者

の
代
表
（
象
徴
）
と
し
て
、一
足
先
に
、津
和

野
・
乙
女
峠
で
い
の
ち
を
さ
さ
げ
た
37
名
の
列

聖
調
査
開
始
の
手
続
き
に
入
り
た
い
旨
を
説
明

し
、参
加
者
か
ら
賛
同
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

宣
教
の
た
め
の
特
別
月
間
を
過
ご
す 

⑤

東
ア
ジ
ア
諸
国
に「
信
教
の
自
由
」を

　
～
津
和
野
の
証
し
人
の
列
聖
調
査
開
始
の
経
過
報
告
～

広
島
教
区
司
教 

ア
レ
キ
シ
オ
　
白
浜 

満

「喜びがなければ、だれの心も引き寄せられない」　教皇フランシスコ

司
教
協
議
会
の
同
意
と

　

教
皇
庁
列
聖
省
へ
の
申
請

　

そ
の
後
、
７
月
中
旬
に
開
催
さ
れ
た
司

教
協
議
会
の
臨
時
司
教
総
会
中
（
７
月
10

日
）、浦
上
四
番
崩
れ
に
よ
っ
て
明
治
初
期

に
津
和
野
へ
流
配
さ
れ
、い
の
ち
を
さ
さ

げ
た
37
名
の
列
聖
調
査
を
、広
島
司
教
区

が
正
式
に
開
始
す
る
許
可
願
い
を
教
皇
庁

列
聖
省
に
申
請
す
る
こ
と
に
つ
い
て
審
議

を
お
願
い
し
、司
教
団
か
ら
も
了
解
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、そ
の
翌
週
、わ

た
し
は
、広
島
教
区
列
聖
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
で
専
門
的
な
手
続
き
を
担
当
し
て
い

る
イ
エ
ズ
ス
会
の
平
林
冬
樹
神
父
と
共
に

ロ
ー
マ
へ
赴
き
、
７
月
18
日
に
列
聖
省
の

長
官
ア
マ
ー
ト
枢
機
卿
に
面
会
し
、津
和

野
の
証
し
人
37
名
の
列
聖
調
査
開
始
の
許

可
を
願
う
申
請
書
を
、直
接
手
渡
し
ま
し

た
。
そ
の
際
に
、ア
マ
ー
ト
枢
機
卿
か
ら
、

今
後
の
列
聖
調
査
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

と
と
も
に
、幾
つ
か
の
貴
重
な
助
言
を
賜

り
ま
し
た
。こ
の
調
査
は
、列
福
、そ
し
て
、

列
聖
と
い
う
二
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

教
皇
庁
列
聖
省
か
ら

　

広
島
の
巡
礼
団
へ
の
報
告

　

広
島
司
教
区
で
は
、昨
年
10
月
に
ロ
ー

マ
と
フ
ァ
テ
ィ
マ
へ
の
巡
礼
が
企
画
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
巡
礼
の
際
（
10
月
９
日
）、

巡
礼
団
一
行
42
名
と
共
に
再
び
列
聖
省
を

訪
問
し
、
７
月
18
日
に
提
出
し
て
い
た
申

請
書
に
関
す
る
中
間
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
面
会
し
て
く
だ
さ
っ
た
列
聖
省
の
次

官
バ
ル
ト
リ
ッ
チ
大
司
教
は
、次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。「
７
月
に
ア
マ
ー
ト

枢
機
卿
を
通
し
て
、津
和
野
の
証
し
人
の

列
聖
調
査
開
始
許
可
を
願
う
申
請
書
を
受

け
取
り
ま
し
た
。
列
聖
省
は
、問
題
点
が

な
い
か
ど
う
か
を
調
べ
る
た
め
、最
初
の

時
点
で
関
係
省
庁
に
問
い
合
わ
せ
を
し
ま

す
。
可
能
性
が
低
い
場
合
に
は
受
理
し
ま

せ
ん
。
福
音
宣
教
省
と
バ
チ
カ
ン
資
料

室
か
ら
は
、す
で
に
問
題
な
し
と
い
う
返

事
が
来
て
い
ま
す
。
後
は
、教
理
省
か
ら

の
返
事
待
ち
の
状
態
で
す
が
、神
学
的
問

題
は
な
い
の
で
通
る
可
能
性
は
高
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
返
事
が
来
た
ら
、す
ぐ
に

ⅰ

は
、近
隣
の
東
ア
ジ
ア
の
諸
国
に
、「
信
教
の
自
由
」
の
理
念

を
広
げ
る
祈
り
の
力
に
な
り
た
い
と
い
う
切
な
る
願
い
に
よ

る
も
の
で
す
。
第
一
段
階
の
列
福
後
に
は
、教
会
の
典
礼
に

お
け
る
公
的
な
崇
敬
も
可
能
と
な
り
、彼
ら
の
取
り
次
ぎ
を

願
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
日
で
も
早
く
、信
教
の
自
由
と

い
う
福
音
の
喜
び
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、津
和

野
の
証
し
人
の
列
福
・
列
聖
の
運
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
様
の
さ
ら
な
る
お
祈
り
と
ご
支
援
を
、よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ⅰ
「
世
界
に
お
け
る
宣
教
活
動
に
関
す
る
使
徒
的
書
簡
『
マ

キ
シ
ム
ム
・
イ
ル
ド
』
発
布
１
０
０
周
年
に
向
け
た
教
皇

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
書
簡
」（
２
０
１
７
年
10
月
22
日
）。



　 （３） 2019 年（令和元年）5月１日（毎月１日発行）� 　第1072号 　カトリック教報 （昭和27年１月12日第三種郵便物認可）

小教区
信徒数

世帯数
洗　礼 ミサ参加者 結　婚

死亡信徒
同士

混宗
婚 (1)

異宗
婚 (2)

他宗
同士男 女 合計 幼児 成人 主日 復活 降誕

浦 上 2,868 3,647 6,515 1,369 26 17 2,000 3,000 3,000 5 0 25 3 65
稲 佐 368 430 798 271 2 1 160 200 250 1 0 2 0 16
城 山 1,212 1,489 2,701 734 13 10 850 900 1,200 0 0 5 0 34
西 町 1,036 1,258 2,294 772 14 4 450 850 850 1 0 4 0 22
本 原 907 1,121 2,028 456 11 0 600 900 1,000 0 0 3 0 17
三 ツ 山 127 183 310 73 3 1 110 190 190 0 0 1 0 6
中 町 521 727 1,248 435 4 3 400 500 500 3 0 13 6 23
神 ノ 島 203 257 460 168 2 0 190 250 300 0 0 1 0 7
木 鉢 458 574 1,032 308 4 1 330 450 650 0 0 2 0 5
飽 の 浦 701 923 1,624 455 1 0 200 350 400 0 0 1 0 13
本 河 内 67 83 150 60 1 1 35 70 75 0 0 0 0 1
八 幡 町 153 224 377 111 2 1 70 100 110 0 0 0 0 1
愛 宕 255 505 760 222 1 1 140 280 280 0 0 0 0 7
大 浦 332 431 763 335 1 1 200 350 350 2 0 9 17 10
大 山 85 151 236 87 3 3 95 130 130 1 0 0 0 5
小 ヶ 倉 313 429 742 247 1 1 170 350 350 1 0 1 0 4
深 堀 549 661 1,210 300 8 3 170 300 350 0 0 1 0 12
香 焼 204 247 451 172 0 0 140 250 300 0 0 2 0 7
馬 込 130 215 345 193 2 1 200 220 220 0 0 0 0 6
滑 石 1,745 2,089 3,834 662 14 4 600 800 910 1 0 11 0 16
出 津 271 342 613 201 1 0 250 300 300 0 0 3 0 6
黒 崎 352 399 751 211 0 3 200 300 350 3 0 1 0 13
時 津 469 543 1,012 287 4 0 230 270 400 1 0 0 0 11
長 与 471 491 962 309 4 5 180 210 350 2 0 1 3 4
東 長 崎 645 820 1,465 391 7 3 350 550 650 0 0 1 0 14
植 松 802 946 1,748 497 10 4 500 700 850 0 0 1 0 10
水 主 町 301 325 626 207 7 1 160 220 300 0 0 3 0 5
諫 早 423 521 944 287 6 1 270 350 380 1 0 3 0 13
愛 野 21 26 47 25 0 0 15 30 50 0 0 1 0 0
島 原 56 77 133 65 1 0 40 60 110 0 0 1 0 1
湯 江 77 269 346 64 3 2 50 80 80 0 0 0 0 6
相 浦 473 589 1,062 476 2 1 380 500 600 0 0 0 0 13
三 浦 町 488 685 1,173 398 9 3 450 600 800 0 0 6 0 18
鹿 子 前 300 370 670 185 1 1 250 350 350 0 0 2 0 6
俵 町 310 347 657 233 4 2 170 240 350 0 0 1 0 11
大 野 463 539 1,002 298 3 2 150 250 250 0 0 1 0 9
浅 子 360 389 749 241 2 5 180 250 280 1 0 1 0 10
黒 島 198 225 423 187 1 2 170 280 300 0 0 1 0 7
太 田 尾 162 109 271 102 3 0 80 200 200 0 0 0 0 11
神 崎 821 875 1,696 358 2 0 400 800 800 0 0 2 0 11
褥 崎 392 369 761 204 6 0 300 500 500 1 0 0 0 6
大 崎 275 348 623 150 5 0 350 400 450 0 0 4 0 5
天 神 219 263 482 124 4 1 100 140 220 0 0 0 0 5
早 岐 243 296 539 172 0 1 150 200 250 1 0 1 0 7
佐 々 311 390 701 242 6 3 200 300 400 0 0 2 0 4
平 戸 310 379 689 214 9 0 250 300 350 1 0 0 0 10
上 神 崎 224 233 457 175 2 1 230 250 350 0 0 0 0 8
宝 亀 156 187 343 90 1 0 100 180 150 0 0 1 0 4
田 平 402 435 837 211 1 0 350 400 400 1 0 1 0 10
紐 差 480 605 1,085 285 7 2 300 500 600 3 0 6 0 19
西 木 場 265 311 576 196 2 0 190 300 300 0 0 1 0 10
平 戸 口 169 199 368 110 2 1 90 100 110 0 0 1 0 6
山 田 113 168 281 71 0 0 100 200 230 0 0 0 0 4
青 方 136 164 300 110 2 0 100 130 150 0 0 0 0 3
大 曽 184 177 361 128 3 0 150 250 250 0 0 0 0 2
青砂ヶ浦 493 543 1,036 359 5 0 250 400 400 0 0 3 0 7
丸 尾 197 199 396 160 8 0 200 250 250 1 0 3 0 7
仲 知 78 90 168 114 1 0 100 120 120 0 0 2 0 6
曽 根 233 242 475 190 4 1 130 200 200 0 0 1 0 4
鯛 之 浦 323 412 735 196 4 0 200 350 400 0 0 0 0 11
浜 串 180 195 375 209 1 0 220 250 250 0 0 0 0 7
桐 313 312 625 200 2 0 210 300 300 1 0 1 0 3

真手ノ浦 206 158 364 135 1 0 120 200 180 1 0 0 0 3
土井ノ浦 110 143 253 113 0 0 100 150 130 0 0 0 0 3
福 江 566 571 1,137 462 9 7 400 600 600 1 0 2 0 12
浜 脇 35 39 74 27 0 0 35 50 60 0 0 0 0 1
浦 頭 143 230 373 171 3 2 200 250 250 2 0 0 0 11
奈 留 187 184 371 140 0 1 90 200 200 0 0 0 0 5
水 ノ 浦 241 268 509 172 3 0 230 300 450 0 0 0 0 10
三 井 楽 97 183 280 128 0 0 180 220 220 0 0 0 0 9
貝 津 63 87 150 60 0 0 60 90 90 0 0 0 0 1
井 持 浦 64 54 118 44 1 0 40 70 75 0 0 0 0 2
総 計 27,105 32,965 60,070 17,814 275 108 17,310 25,130 28,050 36 0 139 29 661

(1) 混宗婚とは、カトリック信者とカトリック以外のキリスト信者との結婚
(2) 異宗婚とは、カトリック信者と非キリスト者との結婚

長崎大司教区現勢統計表（2018/12/31 現在）

地 域 ……  長崎県 小 教 区 …… 72
面 積 …… 4,131㎢ 準 小 教 区 …… 1
県 人 口 …… 1,337,662人 巡 回 教 会 …… 58
カトリック …… 60,933人 集 会 所 …… 2

信徒数 司祭・他 総数
2016 年 60,989 人 910 人 61,899 人
2017 年 60,362 人 880 人 61,242 人
2018 年 60,070 人 863 人 60,933 人

　

教
区
顧
問
会
が
３
月
20
日

（
水
）、大
司
教
館
で
開
催
さ

れ
た
。
主
な
審
議
事
項
は
次

の
通
り
。

　

膨
大
な
ペ
ー
ジ
量
に
及
ぶ

過
去
の
『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
報
』

紙
を
電
子
デ
ー
タ
化
す
る

作
業
を
数
年
に
わ
た
っ
て
行

う
こ
と
と
な
っ
た
。
創
刊
時

（
１
９
２
８
年
）
以
降
の
紙
面

の
経
年
劣
化
が
著
し
く
、貴

重
な
教
区
の
資
料
を
保
存
・

管
理
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

教
区
経
済
問
題
評
議
会
で

３
月
８
日
に
審
議
さ
れ
た

２
０
１
９
年
度
収
支
予
算
書

案
が
承
認
さ
れ
た
。
通
常
予

算
に
加
え
て
、教
皇
来
崎
に

向
け
て
の
特
別
行
事
の
予
算

も
盛
り
込
ま
れ
た
。
加
え

て
、教
皇
訪
日
長
崎
実
行
委

員
会
の
立
ち
上
げ
が
承
認
さ

れ
、
３
月
31
日
の
教
区
評
議

会
定
例
会
で
発
足
す
る
運
び

と
な
っ
た
。
各
委
員
の
委
嘱

は
５
月
３
日
の
教
区
評
議
会

総
会
時
に
行
わ
れ
る
。

　

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
病
院
の

長
崎
教
区
移
管
、な
ら
び
に

大
浦
天
主
堂
キ
リ
シ
タ
ン
博

　

昨
年
12
月
１
日
か
ら
今
年

１
月
15
日
に
か
け
て
「
ク
リ

ス
マ
ス
愛
の
募
金
」
の
協
力

を
呼
び
掛
け
た
教
区
評
議
会

は
、１
月
21
日
ま
で
に
集
ま
っ

た
４
４
６
万
７
９
９
８
円
を
、

前
年
度
の
繰
越
金
46
万
２
０

４
７
円
と
合
わ
せ
て
被
災
地

支
援
な
ど
の
た
め
、次
の
活

動
団
体
に
送
金
し
た
。

　

▼
長
崎
ホ
ー
ム
レ
ス
を
支

援
す
る
会 

50
万
円
▼
長
崎

ダ
ル
ク 

50
万
円
▼
福
岡
美

野
島
司
牧
セ
ン
タ
ー 

50
万

円
▼
東
京
山
友
会 

50
万
円

▼
大
阪
旅
路
の
里
（
釜
ヶ

ク
リ
ス
マ
ス
募
金
支
援
報
告

教
区
評
議
会

教
区
顧
問
会 

開
か
れ
る

審
議
事
項
さ
ま
ざ
ま

物
館
設
置
に
お
け
る
公
益
事

業
の
条
項
を
追
加
す
る
に
あ

た
り
、長
崎
大
司
教
区
規
則

の
一
部
変
更
が
承
認
さ
れ
た
。

　

出
津
・
大
野
教
会
、江
上

教
会
の
教
会
守
の
費
用
を
19

年
度
か
ら
教
区
が
捻
出
す
る

こ
と
に
な
り
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

世
界
遺
産
長
崎
チ
ャ
ー
チ
ト

ラ
ス
ト
と
契
約
を
結
び
、教

会
守
の
業
務
を
委
託
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

崎
） 

50
万
円
▼
ド
リ
ー
ム
カ

ム
ホ
ー
ム
青
少
年
自
立
援
助 

50
万
円
▼
生
活
困
窮
者
へ
の

支
援
と
し
て
教
区
福
音
化
推

進
部
へ 

20
万
円
▼
佐
世
保

隣
人
愛
の
会 

10
万
円
▼
声

の
奉
仕
会
・
マ
リ
ア
文
庫 

10
万
円
▼
長
崎
カ
ト
リ
ッ

ク
聴
覚
障
害
者
の
会
（
長

崎
と
佐
世
保
） 

各
10
万
円
▼

聖
ヴ
ィ
ン
セ
ン
シ
オ
・
ア
・

パ
ウ
ロ
会 

10
万
円
▼
モ
ナ

の
会 

10
万
円
▼
入
管
収
容

者
へ
の
支
援 

10
万
円
▼
一

粒
の
麦
の
会 

10
万
円
▼
社

会
福
祉
法
人
一
粒
の
麦
の

会
「
カ
リ
タ
ス
佐
世
保
」 

10

万
円
▼
北
関
東
医
療
相
談
会 

10
万
円
▼
コ
ン
ゴ
平
和
学
園 

短
　
信

〈
滑
石
教
会
ニ
ュ
ー
ス
が
５

０
０
号
〉

　

毎
月
発
行
の
滑
石
教
会

ニ
ュ
ー
ス
『
め
ぐ
み
』
が
こ
の

３
月
で
５
０
０
号
と
な
っ
た
。

〈
聖
香
油
ミ
サ
〉

　

４
月
16
日
（
火
）
浦
上
教

会
で
聖
香
油
ミ
サ
が
行
わ
れ

50
万
円
。

　

ま
た
、
１
月
21
日
以
降
に

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、次
年

度
に
繰
り
越
す
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
３
月
31
日
ま
で
の

２
０
１
８
年
度
募
金
総
額

は
、５
１
８
万
２
４
４
４
円
。

た
。
本
来
こ
の
ミ
サ
は
祭
司

職
の
制
定
が
記
念
さ
れ
る
聖

木
曜
日
に
行
わ
れ
る
が
、こ

の
日
に
教
役
者
と
信
者
が
司

教
と
共
に
集
ま
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
復
活
祭
に
近

い
他
の
日
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
、長
崎
教
区
で
は
火
曜
日

に
行
わ
れ
て
い
る
。
ミ
サ
の

終
わ
り
に
は
、今
年
司
祭
叙

階
の
節
目
を
迎
え
た
司
祭
と

新
司
祭
の
お
祝
い
式
が
あ
っ

た
。ぶ

ど
う
園

▼
一
日
の
祈
り
の
集
い　

５

月
11
日
㈯
城
山
、
６
月
27
日

㈭
佐
々
。９
時
15
分
～
16
時
。

参
加
費
５
０
０
円
。
聖
書
、

筆
記
用
具
、昼
食
を
持
参
。

み
つ
あ
み
の
会
主
催
。
各
教

会
に
配
布
の
案
内
を
確
認
の

上
、
２
週
間
前
ま
で
に
申
込

み
（
定
員
15
人
）。

▼
井
持
浦
ル
ル
ド
祭　

５
月

12
日
㈰
13
時
、井
持
浦
教
会
。

▼
雲
仙
殉
教
祭　

５
月
19
日

㈰
、雲
仙
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー

ル
。
13
時
開
会
、13
時
30
分

ミ
サ
、15
時
巡
礼
。

▼
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
に
親
し

む
ひ
と
と
き
を
ご
一
緒
に　

５
月
19
日
㈰
15
時
、西
坂
・

聖
フ
ィ
リ
ッ
ポ
教
会
。出
演
・

カ
ト
リ
ッ
ク
長
府
教
会
聖
歌

隊
。
入
場
無
料
。

▼
教
区
結
婚
講
座　

毎
週
水

曜
日
（
６
月
５
、19
、26
日
、

７
月
３
、10
日
）
の
計
５
回
。

19
時
～
20
時
45
分
。
カ
ト

リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
。
受
講
費

１
人
５
千
円
。

問
合
先
・
教
区
家
庭
委
員
会

℡
０
９
５
‐
８
４
２
‐
４
４
５
０

▼
講
演
会
・
第
６
回
「
共
に

生
き
る
学
び
」　

６
月
９
日

㈰
13
時
30
分
、カ
ト
リ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
。
講
師
・
Sr.
石
岡

ヒ
ロ
子
（
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

病
院
修
道
女
会
）。
教
区
家

庭
委
員
会
南
地
区
主
催
。

▼
教
区
司
祭
黙
想
会　

６
月

11
日
㈫
～
14
日
㈮
、大
司
教

館
。

▼
公
開
聖
書
講
座
「
ル
カ
に

よ
る
福
音
書
」　

６
月
16
日

㈰
13
時
～
16
時
、カ
ト
リ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
。
講
師
・
湯
浅

俊
治
師
（
福
岡
カ
ト
リ
ッ
ク

神
学
院
養
成
者
）。
参
加
費

５
０
０
円
。

申
込
先
・
教
区
生
涯
養
成
委

員
会

FAX
０
９
５
‐
８
４
１
‐７
７
３
２

感
　
謝

― 

香
典
返
し 

―

長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

◦
日
数
谷 

初
夫
様
（
神
崎
）

　

故
マ
リ
ア
日
数
谷
ミ
ツ
様

　

右
の
方
か
ら
ご
寄
付
・
ご

芳
志
を
賜
り
ま
し
た
。
お
礼

と
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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（
Ⅰ
コ
リ
ン
ト
12
・
３
）
と
パ
ウ
ロ
が
言
っ
て
い

る
よ
う
に
、エ
リ
サ
ベ
ト
は
聖
霊
に
よ
っ
て
マ
リ

ア
さ
ま
の
胎
の
子
が
、「
わ
た
し
の
主
」
で
あ
る

と
い
う
信
仰
を
誰
よ
り
も
早
く
宣
言
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
マ
リ
ア
さ
ま
を
通
し
て
成

さ
れ
ま
し
た
。
で
す
か
ら
マ
リ
ア
さ
ま
は
イ
エ
ス

さ
ま
が
主
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
知
ら
せ
た
最
初
の

福
音
宣
教
者
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
そ
れ

は
挨
拶
の
お
声
に
よ
っ
て
で
し
た
。

　

福
音
を
伝
え
る
時
の
挨
拶
の
重
要
性
、こ
れ
を

　
「
マ
リ
ア
の
挨
拶
を
エ
リ
サ
ベ
ト
が
聞
い
た

と
き
、そ
の
胎
内
の
子
が
お
ど
っ
た
。
エ
リ
サ

ベ
ト
は
聖
霊
に
満
た
さ
れ
て
、声
高
ら
か
に

言
っ
た
。『
あ
な
た
は
女
の
中
で
祝
福
さ
れ
た
方

で
す
。
胎
内
の
お
子
さ
ま
も
祝
福
さ
れ
て
い
ま

す
。
わ
た
し
の
主
の
お
母
さ
ま
が
わ
た
し
の
と

こ
ろ
に
来
て
く
だ
さ
る
と
は
、ど
う
い
う
わ
け

で
し
ょ
う
。』」（
ル
カ
１
・
41
―
43
）

　

マ
リ
ア
さ
ま
の
ご
挨
拶
の
お
声
は
、ど
ん
な

お
声
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
エ
リ
サ
ベ
ト

を
聖
霊
で
満
た
し
、胎
内
に
い
る
洗
礼
者
ヨ
ハ

ネ
を
喜
び
お
ど
ら
せ
た
マ
リ
ア
さ
ま
の
お
声

…
…
。
そ
れ
は
、御
父
の
み
こ
と
ば
を
受
け
入

れ
た
者
の
お
声
、イ
エ
ス
さ
ま
と
結
ば
れ
た
者

の
お
声
、聖
霊
に
満
た
さ
れ
た
者
の
お
声
。
そ

し
て
マ
リ
ア
さ
ま
の
ご
挨
拶
の
お
声
に
よ
っ

て
、エ
リ
サ
ベ
ト
も
聖
霊
に
満
た
さ
れ
、イ
エ
ス

さ
ま
を
「
わ
た
し
の
主
」
と
信
仰
を
宣
言
さ
れ

ま
し
た
。「
聖
霊
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、だ
れ
も『
イ

エ
ス
は
主
で
あ
る
』
と
は
言
え
な
い
の
で
す
」

マ
リ
ア
さ
ま
は
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
イ
エ

ス
さ
ま
に
結
ば
れ
聖
霊
に
満
た
さ
れ
た
者
の
喜

び
の
挨
拶
で
す
。
聖
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
教

皇
が
来
日
し
た
時
、こ
の
喜
び
の
挨
拶
を
さ
れ

ま
し
た
。
教
皇
さ
ま
は
た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
日
本
に
残
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、内

容
以
上
に
教
皇
さ
ま
の
温
か
い
お
声
が
印
象
的

だ
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
今
年
来
崎
予
定

の
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
も
わ
た
し
た
ち
に
ど
の

よ
う
な
挨
拶
を
し
て
く
だ
さ
る
で
し
ょ
う
か
。

期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

　

福
音
宣
教
は
教
会
の
本
質
で
す
が
、ま
ず
は
マ

リ
ア
さ
ま
の
よ
う
に
挨
拶
か
ら
始
ま
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
イ
エ
ス
さ
ま
を
信
頼
し

て
い
る
人
の
心
か
ら
の
温
か
い
挨
拶
そ
の
も
の

が
福
音
で
あ
り
、そ
の
声
を
耳
に
し
た
開
か
れ
た

心
に
さ
ら
に
福
音
の
内
容
が
入
る
の
で
し
ょ
う
。

　

ロ
ザ
リ
オ
で
喜
び
の
神
秘
を
黙
想
し
、福
音

が
伝
わ
る
恵
み
を
三
位
一
体
の
主
と
深
く
結
ば

れ
た
マ
リ
ア
さ
ま
に
願
い
ま
す
。

みことばにふれて

山口 雅稔 神父
（コンベンツアル聖フランシ
スコ修道会、本河内教会）
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愛
の
道
を
歩
む
励
ま
し
に
―

コ
ル
ベ
神
父
の
パ
ネ
ル
展 

開
催

　

３
月
15
日
（
金
）
～
25

日
（
月
）、長
崎
市
の
聖
コ
ル

ベ
記
念
館
で
、聖
マ
キ
シ
ミ

リ
ア
ノ
・
マ
リ
ア
・
コ
ル
ベ

神
父
の
パ
ネ
ル
展
が
開
催
さ

れ
た
。
こ
れ
は
コ
ル
ベ
神
父

の
生
誕
１
２
５
周
年
と
、出

身
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
日
本
の

国
交
樹
立
１
０
０
周
年
を
記

念
し
て
開
か
れ
た
も
の
で
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
広
報
文
化
セ
ン

タ
ー
、駐
日
ポ
ー
ラ
ン
ド
共

和
国
大
使
館
、聖
母
の
騎
士

会
、コ
ン
ベ
ン
ツ
ア
ル
聖
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
聖
母
の

騎
士
修
道
院
が
主
催
し
た
。

　

展
示
さ
れ
た
の
は
、コ
ル

ベ
神
父
の
生
い
立
ち
や
宣
教

活
動
、ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
強

制
収
容
所
で
の
身
代
わ
り
の

死
が
、写
真
や
絵
、言
葉
で
描

か
れ
た
パ
ネ
ル
20
点
。
制
作

者
の
ヤ
ン
・
ハ
イ
ド
ゥ
ガ
氏

（
聖
母
の
騎
士
会
）
は
、関
係

者
の
多
大
な
協
力
に
深
い
感

謝
を
表
す
と
と
も
に
「
聖
マ

キ
シ
ミ
リ
ア
ノ
の
生
涯
と
事

業
が
、日
々
真
実
の
愛
の
道

を
歩
む
こ
と
へ
の
励
ま
し
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
し
て
い
る
。

　

会
場
を
訪
れ
た
10
代
と
20

代
の
若
者
は
、「
犠
牲
を
さ

さ
げ
た
多
く
の
活
動
は
コ
ル

ベ
神
父
様
の
信
仰
か
ら
の
も

の
。
歩
み
を
見
つ
め
る
よ
い

機
会
と
な
り
、勉
強
に
な
っ

た
」「
古
い
写
真
を
通
し
て

神
父
様
の
生
涯
や
当
時
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
、聖

人
と
い
う
（
遠
い
）
存
在
で

は
な
く
私
た
ち
と
同
じ
一
人

の
人
間
と
し
て
近
く
感
じ
ら

れ
た
」
と
語
っ
て
い
た
。

　

毎
日
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト

の
ブ
ロ
グ
で

『
小お

ざ
き
と
う
め
い

崎
登
明
の

91
歳
日
記
』
を
更
新
す
る
。

10
年
前
、が
ん
を
患
っ
た
の

が
き
っ
か
け
で
開
始
。
コ
ル

ベ
神
父
と
ゼ
ノ
修
道
士
ら
が

長
崎
に
上
陸
し
た
記
念
の

日
、
４
月
24
日
か
ら
始
め
、

今
年
で
丸
10
年
と
な
っ
た
。

　

５
年
前
、諫
早
市
の
養
護

老
人
ホ
ー
ム
聖
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
園
へ
入
所
。
生
活
を
書
き

と
め
る
日
記
の
中
に
は
、人

生
が
に
じ
み
出
て
い
る
。「
老

い
を
見
つ
め
、終
末
を
つ
づ

る
。
苦
し
み
、悩
み
、さ
び
し

さ
を
人
間
は
ど
う
乗
り
越
え

る
の
か
。
気
づ
い
た
言
葉
や

絵
を〝
か
ら
し
を
効
か
せ
る

よ
う
に
〟入
れ
て
い
る
」

　

寄
せ
ら
れ
る
温
か
い
コ
メ

ン
ト
か
ら
は
、人
々
の
共
感

の
思
い
が
う
か
が
え
る
。

　

本
名
、田
川
幸
一
。
７
歳

で
父
を
亡
く
し
、17
歳
の
と

き
母
が
原
爆
で
行
方
不
明
に

な
っ
た
。
浦
上
出
身
だ
っ
た

母
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
を

伝
え
、本
河
内
の
ル
ル
ド
に

連
れ
て
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。「
だ
か
ら
、原
爆
で
孤
児

と
な
り
孤
独
に
な
っ
た
と

き
、真
っ
先
に
聖
母
の
騎
士

に
飛
び
込
ん
だ
。
受
付
に
い

た
ゼ
ノ
さ
ん
が
抱
き
し
め
、

ミ
ロ
ハ
ナ
神
父
様
が
迎
え
入

れ
て
く
れ
た
。
今
考
え
て
み

れ
ば
、母
は
私
が
生
き
る
道

筋
を
見
つ
け
て
お
い
て
く
れ

た
ん
だ
と
思
う
」

　

住
吉
の
ト
ン
ネ
ル
工
場
で

働
い
て
い
て
助
か
っ
た
。
母

が
気
が
か
り
で
爆
心
地
か
ら

約
５
０
０
㍍
の
自
宅
へ
戻
る

際
、
３
つ
の
出
来
事
が
あ
っ

た
。
助
け
を
求
め
る
男
の
子

を
助
け
ず
、負
傷
し
た
女
子

学
生
の
搬
送
を
途
中
手
伝
っ

た
が
、飛
行
機
の
爆
音
で
皆

混
乱
し
、逃
げ
た
。
自
分
を

い
じ
め
て
い
た
先
輩
が
重
傷

で
倒
れ
て
い
た
が
、ゆ
る
せ

な
く
て
助
け
な
か
っ
た
。「
そ

う
し
た
心
の
傷
を
隠
し
て
聖

母
の
騎
士
に
入
り
、少
年
た

ち
と
一
緒
に
過
ご
し
た
」

　

そ
の
後
、一
人
の
父
親
の

身
代
わ
り
と
な
っ
て
餓
死

刑
に
あ
っ
た
コ
ル
ベ
神
父

の
こ
と
を
知
り
、心
引
か
れ

た
。修
道
士
に
な
っ
た
の
ち
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
を
10
回
訪
問
。

原
爆
の
と
き「
人
を
助
け
ず
、

逃
げ
、ゆ
る
せ
な
か
っ
た
」

自
分
と
、収
容
所
で
「
人
を

愛
し
、ゆ
る
し
の
心
を
持
っ

た
」
コ
ル
ベ
神
父
と
が
ち
ょ

う
ど〝
裏
表
〟に
な
っ
た
。

　
「
人
間
は
罪
な
る
も
の
だ

が
、コ
ル
ベ
さ
ん
の
よ
う
な

人
も
い
る
。
そ
こ
に
希
望
が

あ
り
救
い
が
あ
る
。
孤
独
と

出
会
い
、愛
と
い
の
ち
、こ
れ

が
人
生
」
だ
と
語
る
。

　

被
爆
後
20
年
間
は
病
に
苦

し
む
が
、37
歳
で
初
誓
願
宣

立
。「
ミ
ロ
ハ
ナ
院
長
や
濱

田
増
治
院
長
、修
道
会
は
見

守
っ
て
い
て
く
れ
た
。
修
道

士
に
な
っ
て
元
気
に
働
き
、

多
く
の
出
会
い
が
あ
っ
た
」

カ
ト
リ
ッ
ク
グ
ラ
フ
や
聖
母

の
騎
士
誌
、オ
ラ
シ
ョ
の
旅
、

二
十
六
聖
人
無
声
映
画
の
弁

士
、聖
母
の
騎
士
園
・
小
中

学
校
校
長
、聖
コ
ル
ベ
記
念

館
館
長
、被
爆
の
語
り
部
な

ど
、幅
広
く
熱
心
に
務
め
た
。

　
「
孤
独
は
生
涯
あ
る
。
け

れ
ど
今
、ブ
ロ
グ
の
お
か
げ

で
た
く
さ
ん
の
出
会
い
も
あ

る
。
こ
れ
に
は
何
か
の
意
味

が
あ
る
の
だ
と
感
じ
る
し
、

だ
か
ら
こ
そ
励
み
に
も
な

る
。
人
間
と
い
う
も
の
は
神

様
か
ら
歩
む
道
を
い
た
だ
い

て
や
っ
ぱ
り
生
き
る
意
味
も

あ
る
。私
は
病
気
は
あ
る
が
、

毎
日
神
様
の
恵
み
に
あ
ず

か
っ
て
い
る
」と
感
謝
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
で
一
番
の
印
象

を
尋
ね
た
。「
原
爆
の
こ
と
は

や
っ
ぱ
り
忘
れ
き
ら
ん
ね
。

だ
け
ど
一
日
一
日
、生
か
さ

れ
て
今
日
も
祈
る
、だ
よ
」。

「
生
か
さ
れ
て
今
日
も
祈
る
」

コ
ン
ベ
ン
ツ
ア
ル
　
　
　

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会 

小
崎
登
明 

修
道
士

　

今
春
、進
学
し
た
長
崎
教

区
の
神
学
生
お
よ
び
教
区
内

の
神
学
校
・
志
願
院
に
入
学

し
た
者
は
左
記
の
通
り
。

◆ 
福
岡
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

哲
学
科
１
年

　
　

廣
田　

学�

（
鹿
子
前
）

　
　

池
田 
裕
輝�
（
植　

松
）

　
　

窄
口　

歩�
（
城　

山
）

◆ 

福
岡
コ
レ
ジ
オ

大
学
１
年

　
　

池
田 

健
吾�

（
植　

松
）

専
門
学
校
１
年

　
　

田
中 

逸
樹�

（
深　

堀
）

◆ 

長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

中
学
１
年

　
　

大
口 

暖は
る

翔と�

（
浦　

上
）

高
校
１
年

　
　

中
村
福
太
郎�（
三
井
楽
）

進学、入学の
神学生・志願生

　

最
初
の
ご
相
談
は
お
電
話
で
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
詳
細
は
各
小
教
区
に
配
布
さ
れ
て
い
る

ポ
ス
タ
ー
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

場　

所　

カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
別
館

連
絡
先　

０
９
５
‐
８
６
５
‐
７
８
２
９

時　

間　

月
～
金　

10
時
～
16
時

＊
休
日（
祝
日
・
教
区
本
部
事
務
局
休
業
日
な
ど
）を

除
く
。
不
在
時
は
、留
守
番
電
話
対
応
。

相
談
室
室
長　

マ
リ
ア 

福
田
真
理

子どもと女性の
人権相談室

◆ 

聖
コ
ル
ベ
志
願
院

高
校
１
年

　
　

中
野 
凜り

星お
ん�
（
東
長
崎
）

◆ 

お
告
げ
の
マ
リ
ア
修
道
会

高
校
１
年

　
　

田
川
ひ
か
り�（
田　

平
）

★
浦
上
四
番
崩
れ

著
者
＝
片
岡
弥
吉

　

本
書
は
、
１
９
８
０
年
に

亡
く
な
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
研
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通所リハビリテーションあり

晃

究
者
、片
岡
弥
吉
氏
の
全
集
、

第
１
集
『
日
本
キ
リ
シ
タ
ン

殉
教
史
』
と
第
２
集
『
踏
絵
・

か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
』
に
続

く
第
３
集
。「
浦
上
四
番
崩
れ

―
―
明
治
政
府
の
キ
リ
シ
タ

ン
弾
圧
」「
浦
上
教
徒
事
件

関
係
論
考
」
な
ど
収
録
し
て

い
る
。
智
書
房
、税
別
３
２

０
０
円
。★

★

★

★
香
部
屋
係
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
―
―
主
よ
、ど
こ
に
過
越

の
準
備
を
〔
２
０
１
８
年
10

月
30
日 
改
訂
新
版
〕

著
者
＝
白
浜 

満
、

齊
藤
賀
壽
子

　

香
部
屋
係
の
た
め
の
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
。
福
岡
サ
ン
・
ス

ル
ピ
ス
大
神
学
院
典
礼
学
教

授
の
白
浜 

満
神
父
（
当
時
）

が
「
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
」
に

連
載
し
た
記
事
と
、長
年
、香

部
屋
係
と
し
て
奉
仕
に
務
め

た
齊
藤
賀
壽
子
さ
ん
の
体
験

メ
モ
が
一
つ
に
な
っ
た
本
。

教
友
社
、税
別
１
３
０
０
円
。

　

４
月
５
日
逝
去
。
91
歳
。

１
９
２
７
年
生
ま
れ
。
40
年

「
小
さ
き
花
の
会
」（
現
在
の

三
井
楽
修
道
院
）
に
入
会
。

58
年
初
誓
願
、67
年
終
生
誓

願
宣
立
。

　

聖
母
保
育
園
、福
江
の
聖

マ
リ
ア
保
育
園
、み
み
ら
く

の
里
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
の
責
任
を
持
ち
、幼
児

と
高
齢
者
の
た
め
に
尽
力
し

た
。
ま
た
修
道
院
の
責
任
者

と
し
て
長
年
共
同
体
に
尽

く
し
、後
輩
の
養
成
に
心
を

遣
っ
た
。

　

事
業
所
を
退
い
て
か
ら

は
、修
道
院
で
祈
り
と
環
境

整
備
に
努
め
、若
い
姉
妹
を

支
え
た
。
約
１
カ
月
前
に
悪

性
リ
ン
パ
腫
で
入
院
し
、神

様
と
の
深
い
交
わ
り
と
感
謝

の
う
ち
に
旅
立
っ
た
。

　

葬
儀
・
告
別
式
は
７
日
、

三
井
楽
教
会
で
行
わ
れ
た
。

マ
リ
ナ

平
川
セ
ツ
子
修
道
女

（
お
告
げ
の
マ
リ
ア
修
道
会
）


